
令和４年度 第73回奈良県美術展覧会実行委員会議事録令和４年度 第73回奈良県美術展覧会実行委員会議事録令和４年度 第73回奈良県美術展覧会実行委員会議事録令和４年度 第73回奈良県美術展覧会実行委員会議事録（（（（要旨要旨要旨要旨））））１ 日 時 ： 令和４年７月１４日（木） １１：００～１１：５０２ 場 所 ： 奈良県庁５階 第一会議室３ 出席者 ： 出席委員８名（委員名簿は別紙のとおり）４ 議 事第１号議案 令和３年度第７２回奈良県美術展覧会事業報告・決算報告等について事務局から説明し、全員一致で承認された。第２号議案 令和４年度第７３回奈良県美術展覧会の開催方針について事務局から説明し、全員一致で承認された。第３号議案 令和４年度第７３回奈良県美術展覧会予算案について事務局から説明し、全員一致で承認された。第４号議案 令和４年度第７３回奈良県美術展覧会実施計画等について事務局から説明し、全員一致で承認された。第５号議案 審査員の承認について事務局から説明し、全員一致で承認された。第６号議案 作品公募要項等について事務局から説明し、全員一致で承認された。なお、「模写した作品」については、部門ごとに「模写」をどのように取り扱うか判断が異なるため、問合せがあった場合に事務局としては「著作権等に留意していただくこと」を伝えたうえで、最終的な判断は各審査員に委ねることとする。連絡事項 令和５年度第７４回奈良県美術展覧会の会場候補について事務局より説明し、質問や意見等はなし。５ その他・安田委員より兵庫県展では応募者の７２％が６０歳以上で、１０～２０代の若年世代は全体の１０％ほど。奈良県展においても、同じく応募者の高齢化による出品数の減少が続いていくのではないか。例えば、兵庫県では全部門一人一点までの応募に限ったり、前期後期に分けて会場規模を小さくするなどの対応を行っていた。奈良県展でも今後、同様の対応が必要になるかもしれない。以上


